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論 文 内 容 の 要 旨 
 悪性骨腫瘍切除後の広範囲骨欠損再建法として、罹患切除骨を不活化した後、還納再利用する方法は簡便で、
組織適合性に優れ、これまで広く行われてきたが、術後の骨折や中長期経過中に偽関節や移植骨圧壊が生じて
成績はよくない。我々は、熱処理で不活化した採取骨に骨形成活性サイトカインrhBMP-2とPLA-PEG polymer/
β-TCPの複合体を不活骨に添加の有効性と有用性を実験的に検証した。 
 方法は7週齢ラット大腿骨骨幹部8mmを採取し、加熱処理（Autoclave処理、135度,15分）で不活化して還納移
植した。還納骨表面に添加する材料によって3群に分けた。A群ではBMP (2.5㎍)/Polymer (7.5mg)/β-TCP（7.5mg）、
B群Polymer (30mg)/β-TCP（30mg）を添加しC群では手術のみの3群に分けた。A,B群では処理骨に粘土状の材料
を塗布し欠損部に戻し、髄内釘で固定した。術後経時的に組織学的検討と単純Ｘ線による評価を行い、術後12
週に犠牲死させ大腿骨を摘出し力学試験を行った。その結果、A群では、処理骨表面に著明な新生骨の形成を認
め、4週後には新生骨が処理骨を包埋していた。病理組織においては、処理骨表面に破骨細胞様細胞を認め、新
生骨の形成も明らかであった。12週後では処理骨は母床と癒合していた。しかし、Control群では、処理骨がそ
のまま変化なく繊維性組織に包まれて残存しており、接合部は12週経過しても癒合していなかった。力学試験
においてA群は、正常骨と同等の強度であった。結論としては、生物活性を失った熱処理骨にpolymer/β-TCP
を薬物伝達系（DDS）としたBMPを塗布する事で骨誘導能を付加することが可能で骨再生が可能であった。処理
骨のremodelingを認め、また充分な強度を獲得していた事により、同手技は、悪性骨腫瘍切除術後再建法とし
て臨床応用が期待される。本研究結果は骨腫瘍切除後の新しい再建方法の可能性を示唆し、さらに研究を推進
すれば臨床応用が可能であると考えられる。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 悪性骨腫瘍切除後の広範囲骨欠損再建法として、罹患切除骨を不活化した後、還納再利用する方法は簡便で、
組織適合性に優れ、これまで広く行われてきたが、術後の骨折や中長期経過中に偽関節や移植骨圧壊が生じて
成績はよくない。我々は、熱処理で不活化した採取骨に骨形成活性サイトカインrhBMP-2とPLA-PEG polymer/
β-TCPの複合体を添加し、その有効性と有用性を実験的に検証した。方法は７週齢ラット大腿骨骨幹部８mmを
採取し、加熱処理（Autoclave処理、135度,15分）で不活化して還納移植した。還納骨表面に添加する材料によ
って３群に分けた。Ａ群ではBMP (2.5㎍)/Polymer (7.5mg)/β-TCP（7.5mg）、Ｂ群Polymer (30mg)/β-TCP（30mg）
を添加しＣ群では手術のみの３群に分けた。Ａ，Ｂ群では処理骨に粘土状の材料を塗布し欠損部に戻し、髄内
釘で固定した。術後経時的に組織学的検討と単純Ｘ線による評価を行い、術後12週に犠牲死させ大腿骨を摘出
し力学試験を行った。その結果、Ａ群では、処理骨表面に著明な新生骨の形成を認め、４週後には新生骨が処
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理骨を包埋していた。病理組織においては、処理骨表面に破骨細胞様細胞を認め、新生骨の形成も明らかであ
った。12週後では処理骨は母床と癒合していた。しかし、Ｃ群では、処理骨がそのまま変化なく繊維性組織に
包まれて残存しており、接合部は12週経過しても癒合していなかった。力学試験においてA群は、正常骨と同等
の強度であった。結論としては、生物活性を失った熱処理骨にpolymer/β-TCPを薬物伝達系（DDS）としたBMP
を塗布する事で骨誘導能を付加することが可能で骨再生が可能であった。処理骨のremodelingを認め、また充
分な強度を獲得していた事により、同手技は、悪性骨腫瘍切除術後再建法として臨床応用が期待される。本研
究結果は骨腫瘍切除後の新しい再建方法の可能性を示唆し、さらに研究を推進すれば臨床応用が可能であると
考えられる。よって本論文は博士（医学）の称号を授与するに値するものであると判定された。 
